
令和７年２月２７日 

  第八管区海上保安本部                     

海 上 保 安 学 校 

 

   第八管区海上保安本部・海上保安学校 

定例記者懇談会 

 

 

１ 日時 

  令和７年２月２７日（木）午前１０時００分から 

 

２ 場所 

  舞鶴港湾合同庁舎２階 第１会議室 

 

３ 発表事項 

＜第八管区海上保安本部＞ 

●海上保安官採用試験及び海上保安学校学生採用試験（特別）について 

【総務部人事課】 

令和７年度の「海上保安官採用試験」及び「海上保安学校学生採用試験（特別）」

の申込受付期間、試験日などの概要を説明し、令和６年度採用試験からの変更点に

ついて説明いたします。 

 

●海上保安学校卒業式の挙行について【海上保安学校】 

  令和７年３月２３日（日）に、船舶運航システム課程第６５期、航空課程第２３

期、情報システム課程第３２期、管制課程第６期、海洋科学課程第３３期の卒業式

を挙行することについて説明いたします。 

 

●全国水産高等学校長協会との包括連携協定について【海上保安学校】 

  全国の水産・海洋高校と海上保安学校が多様な分野で、人的・知的・物的資源の

交流を図り、学校教育の発展並びに人材の育成、ひいては地域貢献に寄与すること

を目的とした包括連携協定について説明いたします。 

 

４ 業務説明 

 ＜第八管区海上保安本部＞ 

 ●油の流出事故に備える【警備救難部環境防災課】 

環境に大きな影響をもたらす油の海上流出について、油の種類、性質などを説明

した後に、油の回収方法を実演いたします。 



日 曜 業　務　内　容 備　考

1 土 上旬

2 日

3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土

9 日

10 月

11 火 （海上保安学校）全国水産高等学校長協会との包括連携に関する協定調印式 中旬

12 水

13 木

14 金

15 土

16 日

17 月

18 火

19 水

20 木

21 金 下旬

22 土

23 日 （海上保安学校）海上保安学校卒業式

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

29 土

30 日

31 月

次回記者懇談会未定
次年度に通知させていただ
きます。

令和７年３月業務予定

継続

令和7年2月27日
第八管区海上安本部

海上保安学校



 

 

令 和 7 年 2 月 3 日 

  第八管区海上保安本部 

 

 

 

海上保安官採用試験 及び 

海上保安学校学生採用試験（特別）について 

 

 

 

 

 

 

 

１ 海上保安官採用試験（大卒者対象）  

採用後は、海上保安大学校（呉市）において、初級幹部職員として必要な

研修を 2年間行うとともに、航海または機関の各専攻に分かれ、専門的な知

識を習得します。研修終了後、9 か月間の実務教育等を行います。その後、

巡視船に乗船し、海上における犯罪の取締り、領海警備、海難救助、海上交

通の安全の確保等の海上保安業務に従事します。 

 

（１） 受験資格 

   1995（平成 7）年 4月 2日以降生まれの者で、大学（短期大学を除く。以 

下同じ。）を卒業した者及び 2026（令和 8）年 3 月までに大学を卒業する 

見込みの者並びに人事院がこれらの者と同等の資格があると認める者。 

 

（２） 採用予定数 

約 30名 

 採用予定数は 2 月 3 日現在の見込みであり、今後変更となる場合があ

ります。最新の情報は人事院ホームページ（国家公務員試験採用情報Ｎ

ＡＶＩ）でご確認ください。 

 

（３） 試験地 

第 1次試験地 京都市ほか全国 10ヶ所 

第 2次試験地 舞鶴市ほか全国 10ヶ所 

【問合せ先】 

第八管区海上保安本部 

  総務部人事課長   川畑 昌夫 

 ℡0773－76－4100（内線 2130） 

 
 

 

海上保安庁では、2025年度海上保安官採用試験及び 2025年度海上保安学校学

生採用試験（特別）を実施します。 

試験の詳細・申込みに関するお問い合わせは、第八管区海上保安本部総務部人 

事課までお願いします。 

～日本の海を守る！未来の海上保安官募集！～  



 

（４） 試験日程 

  日 程 

申

込 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 2 月 20 日(木)～3 月 24 日(月) 

第 1 次試験日 5 月 25 日(日) 

第 1 次試験 

合格発表日 
6 月 25 日(水) 

第 2 次試験日 7 月 8 日(火)～7 月 15 日(火) 

最終合格発表日 8 月 12 日(火) 

入校年月 2026 (令和 8)年 4 月 

 

 

（５） 身分及び給与 

採用と同時に国家公務員となり、採用当初(海上保安大学校での研修期間) 

の給与の額は、224,400円です。(※1) 

現場配属後の額は、301,308円です。(※2) 
※1 この額は、「一般職の職員の給与に関する法律」の規定によるもので、行政職俸給 

表(一)1級 25号俸が適用された 2025(令和 7)年 4月 1日の給与の例です。 

※2 この額は、「一般職の職員の給与に関する法律」の規定によるもので、公安職俸給 

表(二)1級 28号俸が適用され、大型巡視船に乗船した場合における 2025(令和 7)年 4 

月 1日の給与の例です。 

※ 上記のほか次のような諸手当が支給されます。 

扶養手当…扶養親族のある者に支給。子月額 11,500円等 

単身赴任手当…採用・異動に伴ってやむを得ない事情により配偶者と別居した者 

等に、月額最高 100,000円 

期末・勤勉手当（いわゆるボーナス）…1年間に俸給等の約 4.60月分 

 

２ 海上保安学校学生採用試験（特別） 

採用後は、海上保安学校（舞鶴市）において海上保安業務に必要な知識、

技能などについて１年間の教育を受けた後、海上保安官として領海警備、海

難救助、海上犯罪の取締りなどの業務のほか、船舶の運航・整備、機関の運

転・整備、通信機器の運用・保守、経理・補給・庶務・調理、ヘリコプター

搭載型巡視船又は航空基地で航空機の整備及び搭乗の業務に従事します。 

 

（１） 受験資格 

① 2025(令和 7)年 4 月 1 日において高等学校又は中等教育学校を卒業し 

た日の翌日から起算して 13 年を経過していない者及び 2025 年 9 月まで

に高等学校又は中等教育学校を卒業する見込みの者 

② 高等専門学校の第 3学年の課程を修了した者であって、2025(令和 7)年  

4月 1日において当該課程を修了した日の翌日から起算して 13年を経過し

ていないもの等人事院が①に掲げる者と同等の資格があると認める者 

 

（２） 採用予定数 

約 260名 

採用予定数は 2 月 3 日現在の見込みであり、今後変更となる場合があ



ります。最新の情報は人事院ホームページ（国家公務員試験採用情報Ｎ

ＡＶＩ）で、ご確認ください。 

 

（３） 試験地 

第 1次試験地 京都市、舞鶴市、福井市及び米子市ほか全国 35ヶ所 

第 2次試験地 舞鶴市ほか全国 11ヶ所 

 

（４） 試験日程 

  日 程 

申

込 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 2 月 20 日(木)～3 月 13 日(木) 

第 1 次試験日 5 月 11 日(日) 

第 1 次試験 

合格発表日 
5 月 30 日(金) 

第 2 次試験日 6 月 4 日(水)～6 月 25 日(水) 

最終合格発表日 7 月 25 日(金) 

入校年月 2025(令和 7)年 10 月 

 

（５）身分及び給与 

  採用と同時に国家公務員となり、採用当初(海上保安学校での在学期間) 

の給与の額は、195,520円です。(※1) 

現場配属後の額は、264,368円です。(※2) 
※1 この額は、「一般職の職員の給与に関する法律」の規定によるもので、行政職俸給 

表(一)1級 5号俸が適用された 2025(令和 7)年 4月 1日の給与の例です。 

※2 この額は、「一般職の職員の給与に関する法律」の規定によるもので、公安職俸給 

表(二)1級 7号俸が適用され、大型巡視船に乗船した場合における 2025(令和 7)年 4 

月 1日の給与の例です。 

※ 上記のほか次のような諸手当が支給されます。 

扶養手当…扶養親族のある者に支給。子月額 11,500円等 

単身赴任手当…採用・異動に伴ってやむを得ない事情により配偶者と別居した者 

等に、月額最高 100,000円 

期末・勤勉手当（いわゆるボーナス）…1年間に俸給等の約 4.60月分 

 

３ その他  

これらの試験に関する詳細は、海上保安庁のホームページ 

［https://www.kaiho.mlit.go.jp] 又は 

第八管区海上保安本部総務部人事課第三人事係[℡：0773-76-4100] 

までお問い合わせ下さい。 

https://www.kaiho.mlit.go.jp/


 

             令和７年２月２７日 

             海 上 保 安 学 校 

 

 

海 上 保 安 学 校 連 絡 事 項 
 

   

 海上保安学校卒業式の挙行について 

   日付 令和７年３月２３日（日） 

船舶運航システム課程 

航海コース第６５期     １２５名（１９名） 

機関コース第６５期      ７７名（ ８名） 

主計コース第６５期      ４１名（１４名） 

整備コース第１期        ５名（ ２名） 

航空課程第２３期         １５名（ ０名） 

情報システム課程第３２期     ２７名（ ７名） 

管制課程第６期          １３名（ ４名） 

海洋科学課程第３３期       １５名（ ５名） 

 

合計     ３１８名（５９名） 

※（ ）は女子学生を示す内数 

卒業式の状況(令和６年３月) 卒業生答辞(令和６年３月) 



 

 

令和７年２月２７日   

 海 上 保 安 学 校   

 

全国水産高等学校長協会との包括連携に関する協定調印式について 

標記について、下記のとおり執り行いますのでお知らせいたします。 

記 

１ 日時 

令和７年３月１１日（火）15時00分～15時20分 

 

２ 場所 

 北海道小樽市若竹町９番１号 

北海道小樽水産高等学校  

 

３ 出席者 

  全国水産高等学校長協会 理事長 亀山 喜明（北海道小樽水産高等学校 校長） 

  海上保安学校 学校長 川上 誠 

 

４ 主旨・目的 

   海洋に関する知識・技能を習得するための教育機関として、全国の水産・海洋高等

学校と海上保安学校が多様な分野で人的・知的・物的資源の一層の交流を図るととも

に、包括的な連携協力のもと、相互の学校教育の発展並びに人材の育成、ひいては地

域貢献に寄与することを目的とし、本協定を締結する運びとなったものです。 

 

［取材について］ 

・ 取材を希望される社は、取材希望日の3日前までにご連絡をお願いします。 

  ・ 連絡先 海上保安学校教育訓練部教務課 0773-62-3520 （担当：白岩） 

【問合せ先】 

海上保安学校教育訓練部 

教務課長 倉田 重夫 

TEL/FAX 0773-62-3520 


